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診療内容

周術期の口腔ケアに関するオリジナルの冊子を患者さん用に作成しセルフケアを支援しています。車椅子に点滴装置を付けた患者さんの診療等、様々な患者さんの状態に対応しています。

■現在、予防歯科での新患受入は、基本的に当院で医科処置を実施する患者さんを対象としており、従来の口腔健康管理に関してはかかりつけ歯科での
受診を推奨しています。また周術期等の患者さんは、医科での処置が開始となるまでの待期期間や退院後、処置終了後などにも口腔管理が必要な場合が
あり、状況に応じてかかりつけ歯科での加療をお願いいたします。その際に、予防歯科ではかかりつけ歯科での診療支援・相談を行いますので、随時ご連
絡下さい。

得意分野
●周術期等口腔管理
　様々な医科手術、化学療法、放射線療法、造血幹細胞移植など、多岐
にわたる医科処置症例における周術期等の口腔管理を行っています。手
術の際には、挿管時などに歯を保護するマウスピースの作成や誤嚥性肺
炎の発生抑制のための術前後の口腔衛生管理を中心とし、化学療法では、
口腔粘膜炎の予防や重篤時の口腔管理等を行います。頭頸部領域の放射
線療法では口腔粘膜炎への対応や、治療後の放射線性顎骨壊死防止のた
めの口腔管理に関する指導等を実施しています。最終的には、患者さん
の全身状態等の情報を共有しながら、かかりつけ歯科等において継続的
な口腔管理が実施されるように地域医療機関との連携に努めています。
●口臭外来
　口臭検査室にガスクロマトグラフ、当科開発の口臭測定器ブレストロン
等の口臭測定用専門機器を備えており、機器検査、官能検査、詳細な問
診項目等をもとに専門的な助言と指導を行います。保険外診療となります
が、検査を行うことで口臭を客観的に測定することができます。口臭があ
ればその臭いの強さがわかりますし、実際の口臭は少ない場合、口臭があ
ると思い込んでいることが判明する場合もあります。口臭でお悩みの方に
ついては、口臭外来へご紹介ください。

　予防歯科学の特色は、口腔疾患の予防や口腔が関わる全身疾患の予防を
行い全身の健康増進を図ることにより、個々の患者さんがその方らしい生
活を送ることができるように支援することです。特定機能病院そしてがん
診療連携拠点病院でもある当院の予防歯科では、周術期等において、特に
集中的な管理が必要である患者さんを対象に口腔管理を実施しています。
　当院の周術期等における口腔管理は、予防歯科内に設けられた周術期口
腔支援外来に始まり、2015年4月には周術期口腔支援センターが開設され、
現在の形となりました。周術期口腔支援センターは病院の医科部門と歯科
部門における医科歯科連携の窓口となっており、予防歯科はセンターと緊
密に連携し患者さんそれぞれに必要な口腔管理を実施しています。抗がん
剤等を使用した化学療法、頭頸部腫瘍に対する放射線療法や手術、造血
幹細胞移植などにおける口腔管理を中心とし、セルフケア方法の指導から
院内往診まで多岐にわたる診療を行っています。
　また、医科歯科連携および病診連携の中継役として、院内の医科部門と
歯科部門を繋ぐだけでなく、 医科の治療終了後はできるだけ早く地域のかか
りつけ歯科医院のもとへ経過報告と共にご紹介することを心がけています。
　保険外診療とはなりますが、口臭でお悩みの方への診療も行なっていま
す。機器検査と人の嗅覚を利用した検査を行い、結果に基づいた専門的な
助言と指導を行います。

●悪性腫瘍手術（頭頸部癌、白血病等）に関連する口腔有害事象の予防、管理　●がん薬物療法による口腔有害事象の予防、管理
●頭頸部放射線療法による口腔有害事象の予防、管理　●がん緩和医療患者の口腔有害事象の予防、管理　●口臭
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高い診療体制を整えるため、予防歯科診療室の全歯科診療ユニットには
酸素および吸引用のポートが設置されており、全身管理用モニタ、酸素吸
入装置、吸引用機器が常時使用可能な状態です。また、車椅子上で診療
するための簡易安頭台や点滴等のライン保持のためのスタンド、体制保持
用クッション、ビデオエンドスコープ（VE）、様々な口腔機能測定機器等、
診療中の患者さんの負担軽減や医科との連携診療に必要な機器も多数設
置しています。

診療体制
　新患患者さんは毎日午前11時までの受付となります。口臭外来につい
ては毎週火曜日の午前中に予約枠を設けています。再来予約診療は各担
当医による予約制となり、事前予約が必要です。予防歯科には様々な全身
状態の患者さんが受診されます。それぞれの全身状態に応じた安全性の

主な対象疾患
●齲蝕　●歯髄炎　●歯肉炎　●歯周炎　●上唇小帯高位付着　●舌小帯強直症　●乳歯晩期残存　●過剰埋伏歯　●歯牙腫　●癒合歯　
●歯の萌出異常　●不正咬合　●習癖（指しゃぶり等）　●歯の外傷

外来　外来診療棟Ｃ 3F 連絡先　022-717-8384・8385（外来）
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得意分野

診療体制診療内容

　主に一般の歯科医院において治療が困難な小児の歯科治療を担当して
おります。特に低年齢の歯科治療の実績は多く、全国でもトップクラスの
症例数を経験しております。各種全身疾患を有する小児においては、小
児科等の関連診療科と連携して診療を行っております。また静脈内鎮静
法や全身麻酔下での集中治療も実施しております。
　一般的な歯科治療のみならず、小児期の歯並びの治療、小児の口腔外
科処置、障害児への対応など、小児期にかかわる歯科はすべて当科で対
応しております。

　日本小児歯科学会専門指導医３名、日本小児歯科学会専門医４名が専
門診療に携わっております。診療に際しては、事前にカンファレンスを実
施し、治療計画の立案から食生活習慣の改善まで幅広く対応しておりま
す。また診療に際して不協力な小児に対しては、抑制下での治療の際に
はパルスオキシメーターを装着し、安全性の確保に十分配慮し診療を行っ
ております。小児の診療に熟知した看護師や衛生士を始めとするメディカ
ルスタッフが、安全で確実な診療体制構築の為に治療のサポートを行っ
ております。

　当科では、小児の歯科治療全般を扱っております。歯科のユニット数
は７台で、そのうち３台は個室となっております。宮城県内外からの紹介
を受け東北地区の拠点診療室として先駆的な診療を行っております。
　小児の齲蝕や歯周疾患の治療などの一般的な歯科治療のみならず、一
般開業医において治療に際し不協力な小児の歯科治療や、歯科診療を受
容できるような行動トレーニングを行っております。また、過剰歯の抜歯、
舌小帯や上唇小帯の切除術などの外科的処置、乳歯と永久歯の交換に伴
う歯並びの異常に対する咬合誘導、全身疾患を有する小児の歯科治療や、
歯科麻酔科と連携した鎮静あるいは全身麻酔による集中治療も行なって
おります。さらに口腔粘膜疾患や口腔習癖に対する治療など、小児期に
おける歯科疾患のすべてに対応する診療科です。特に歯並びの治療に関
しては、齲蝕等に起因する異常に関して早期に予測・診断し、顎顔面の成
長を考慮しながら適切な時期での治療を開始します。また同一フロアーに
ある矯正歯科と密な連携により、乳児期から学童期におけるシームレスな
治療を行っております。
　地域との連携に関して、保育所等の歯科検診や歯科保健指導、行政
や歯科医師会と連携した歯科保健プログラムの立案や小児歯科診療に
関する情報提供や研修プログラムを実践しております。日本小児歯科学
会の専門医研修機関として専門医や専門医指導医の育成にも携わってお
ります。

■新患日は、月、火、水、木、金曜日の午前中です。緊急性が考慮される場合は、午後でも新患を受け付けますが、事前に専門外来にご連絡ください。紹
介状なしでも受診できますが、その際は初診時に特定療養費（3,300円）が算定されます。

小児歯科の診療ユニット（個室）。オープンスペースに配置された歯
科用ユニットと共に、防音設備や酸素等の配管設備を有する個室が
3部屋ある。

小児に関連した診療科が配置された新外来診療棟3階。小児科等の
医科診療科も隣接しており、相互に連携した小児医療が行われている。
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